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経
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・
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・
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・
・
経
済
皐
士
大
塚
一
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日

J
バ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て
経
務
率
土
熊
本
吉
郎

幕
末
の
財
政
素
乱
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
経
盟
主
大
山
敷
太
郎

競

売

勤
労
所
得
分
配
の
貰
説
的
研
究
・
・
・
・
法
撃
土
毛
里
英
於
蒐

財
政
の
枇
曾
準
的
根
本
類
型
・
・
・
・
経
済
墜
士
大
谷
政
敬

開

鋒

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
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論
題
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a
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誌
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自
日
々
造
語

(
上
)
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朗

iま

;o主

昔

現
今
一
般
に
.
経
管
経
漕
率
或
は
私
経
済
鼠
干
の
名
を
以
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
率
問
の
一
分
振
は
そ
れ
が
康
義
の
商

工
業
に
関
す
る
色
の
た
る
限
h
ノ
、
そ
の
歴
史
的
母
胎
た
る
取
引
率
、
商
業
諸
率
、
商
業
串
等
と
名
づ
け
ら
れ
た
る

長
き
前
身
的
沿
革
の
時
代
を
鑑
て
、
甚
だ
鵬
気
な
が
ら
も
柿
纏
れ
る
特
有
の
姿
を
初
め
て
現
は
し
て
こ
の
か
、
年

月
な
ほ
ま
こ
と
に
浅
く
、
未
だ
二
十
年
を
超
え

F
る
有
様
で
あ
る
。

川
町
¥
、

4
羽
帽
4

J

一
方
に
は
こ
れ
と
密
接
の
関
係
を
有
す
る
凶
民
経
済
準
乃
至
は
世
曾
粧
持
率
が
既
に
多
年
の
歴
史
令
以

て
存
立
、
費
展
し
来
れ
る
あ
る
と
、
他
方
に
は
又
、
大
戦
以
来
、
現
代
経
神
制
度
の
根
本
原
理
に
封
す
る
祉
曾
的

信
念
に
何
等
か
の
勤
揺
ぞ
生
ぜ
る
こ
と
が
明
か
に
親
収
せ
ら
れ
る
と
等
の
諸
事
情
法
相
俣
っ
て
、
愈
々
斯
の
皐
問

の
論
理
的
構
造
に
就
い
て
現
に
論
議
ぞ
紫
〈
し
て
ゐ
る
京
国
と
な
っ
て
ゐ
ろ
。

摘
相
髄
経
済
と
個
別
径
涛

第
三
十
五
巻

第
二
時
机

ブL

九

1-I. NickJj:;ch， All!2:emeine k::mfmaunische Belri(b.'51ehrc: ~ì.ls p口、 ~twirtschaft51c
b re des Uande】5，-1912. Leipzigの出版。



組
曲
師
経
済
と
個
別
経
潜

第
三
十
五
巻

二
四

O

第

披

九

か
く
て
、
既
に
従
来
、
幾
多
異
塾
、
熱
心
な
る
研
錯
あ
り
し
に
も
不
拘
、
こ
れ
に
闘
す
る
皐
者
の
見
解
は
な
ほ

重
要
な
る
諸
貼
に
於
い
て
相
岐
れ
て
、
未
だ
充
分
に
問
題
の
一
般
的
解
決
ぞ
見
た
り
B

ど
な
し
得
ペ
き
版
態
に
は
建

し
て
ゐ
な
い
。

今
、
現
今
、
殊
に
我
が
凶
に
於
い
て
、
斯
の
串
聞
の
論
理
的
構
造
に
開
し
て
、
克
ら
に
一
層
徹
底
せ
る
論
議
、

考
察
を
要
す
る
と
惟
は
れ
る
問
題
を
見
る
に
、
ぞ
れ
は
決
し
て
一
に
し
て
止
な
の
で
は
は
い
。

抑
も
艇
献
官
粧
掛
撃
の
研
究
劃
象
と
な
る
べ
き
経
験
的
存
在
の
範
域
如
何
の
問
題
が
先
づ
其
の
了
と
し
て
胸
中
げ
ら

ー、ムマ
7
1
J
出
‘
ご
コ
ヨ
。

t
f
i
d
-十
1

i

vり

詳
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
現
代
の
資
本
主
義
的
経
持
制
度
の
前
提
に
於
い
て
営
利
企
業
、
去
盆
企
業
、
家
庭
蛭

掛
等
各
種
の
類
型
的
個
別
経
持
を
ぱ
、
夫
l
分
離
し
て
、
別
1
の
粧
砦
鰹
蹄
串
韓
系
の
研
究
調
象
た
ら
し
め
ん
と

す
る
こ
と
な
〈
、
た
だ
漫
然
と
こ
れ
ら
を
綿
ペ
て
一
括
し
て
、
車
一
瞳
系
の
経
替
経
済
皐
の
研
究
劃
象
た
ら
し
め

ん
と
す
る
こ
と
は
、
非
科
率
的
な
る
恋
意
的
濁
断
を
強
行
せ
ん
と
す
る
も
の
で
な
い
か
と
の
問
題
で
あ
4
9
0

失
ぎ
に
、
斯
鼠
干
の
論
理
的
構
造
に
閲
し
て
、
な
ほ
論
議
せ
ら
る
べ
き
問
題
と
し
て
は
殊
に
、
斯
率
の
任
務
如
何

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

印
ち
、
斯
皐
は
存
在
認
定
を
任
務
と
す
る
観
照
科
挙
で
あ
る
か
、
果
た
亦
そ
は
令
目
的
性
の
原
則
判
定
ぞ
任
務

を
す
る
貫
践
科
皐
な
り
や
の
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
鰹
砦
経
済
皐
は
存
在
認
定
科
皐
と
し
て
の
園
民
経
持
率
の
領
域
外
に
於
い
て
、
こ
.
れ

E
相



劉
立
す
る
一
科
の
濁
立
的
観
照
科
皐
と
し
て
成
り
立
ち
得
べ
き
論
理
的
根
擦
を
許
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
な
り
や
否
や

の
吟
味
か
ら
業
の
考
察
炉
建
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
こ
と
は
、
斯
の
準
聞
が
経
済
現
象
に
闘
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
龍
一
定
す
る
限
り
、
現
存
す
る
世
曾
科
畢
の

全
般
的
瞳
系
か
ら
見
て
特
殊
科
皐
の
任
務
論
上
営
然
の
制
約
で
あ
る
。

経
替
経
済
準
乃
至
は
在
艦
持
率
の
論
理
的
性
質
と
国
民
経
済
事
の
そ
れ
と
は
斯
様
に
緊
密
、
微
妙
の
閲
係
に
立

っ
て
ゐ
る
。
乙
れ
、
湖
填
の
聞
学
界
に
於
い
ず
い
、
既
に
、
呂
町
ロ
m
q
'
E
m
}二、き
2
E
5
-
巴
HB口
rmH白川
町

uo-v同
河
口

}
E
5
5

さ
に
ず

3
1
n
y
ω
日

VE--、
F
B
S
F
門戸川

F
Zロ
等
著
名
な
る
剛
氏
粧
持
率
者
が
夫
E
直
接
又
は
閣
岐
に
揮
判
官
経
神

事
乃
丑
は
租
紹
興
事
の
論
理
的
性
質
に
言
及
し
て
ゐ
る
所
以
で
あ
る
。

而
し
て
.
こ
れ
ら
の
諸
圃
民
経
持
率
者
が
濁
立
観
照
科
拳
と
し
て
の
鰹
替
経
済
皐
乃
至
は
在
寵
持
率
の
成
立
に

就
い
て
い
づ
れ
も
否
定
的
見
地
に
立
て
る
こ
と
は
人
の
知
名
掬
〈
で
あ
忍
。

濁
、
填
の
皐
界
に
於
け
る
、
濁
立
観
照
科
風
一
o
k
し
て
の
艦
替
経
梼
皐
の
否
定
は
ひ
と
り
右
の
如
き
諸
国
民
艦
掛

準
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
に
止
ま
ら
な
い
。
買
に
、
期
の
畢
聞
の
専
門
家
の
間
に
あ
り
て
も
亦
、
以
前
は
と

色
か
く
、
最
近
に
於
て
は
、
其
の
貫
質
論
的
遁
作
を
以
て
、
或
は
方
法
論
的
過
作
ぞ
以
て
、
同
様
に
否
定
的
見
解

を
一
不
す
こ
と
が
支
配
的
傾
向
と
な
っ
て
ゐ
る
。

然
る
に
、
我
が
園
に
於
い
て
此
の
問
題
に
就
い
て
、
従
来
愛
表
さ
れ
た
所
見
に
あ
り
で
は
、
右
と
反
劃
に
殆
ど

事
げ
て
、

一
科
濁
立
の
観
照
科
事
と
し
て
の
鰹
替
麗
摘
皐
の
可
能
な
る
こ
と
の
立
言
が
な
さ
れ
、
或
は
少
く
と
も

機
種
経
済
と
個
別
縄
涛

第
三
十
五
巻

第

披

四

九

1) Menger， Untersachungen iiber die Methode 山吉l' Sociul wisscnscha，ften， Anhang 
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こ
れ
に
劃
す
る
暗
黙
の
意
欲
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

濁
立
観
照
科
皐
と
し
て
の
軽
替
経
済
串
の
可
能
如
何
の
論
議
に
於
い
て
は
、
肯
定
設
の
間
に
あ
り
て
も
、
或
は

否
定
設
の
間
に
あ
り
て
も
、
論
擦
と
さ
れ
る
所
の
も
の
は
甚
だ
恒
1

に
岐
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
の
相
会
致
せ
ゴ
る
諸
説
に
於
い
て
、
い
づ
れ
が
異
に
妥
営
な
る
見
解
で
あ
る
か
。
或
は
い
づ
れ
も
未
だ

異
に
妥
営
視
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
か
。
附
市
来
な
日
、
準
者
の
研
錆
を
忠
る
‘
べ
か
ら
.5
る
問
題
で
あ
る
。
ぞ
れ
と

並
〈
に
、

よ
り
長
官
な
る
見
解
は
、

な
る
べ
く
多
〈
の
串
者
い
か
潔
〈
相
共
に
こ
れ
ぞ
採
る
に
至
ら
ん
，
}
と
の
望
ま
し

う
d

こ
'y」
'
例
論
で
J

め
る
し
ι
目
ふ

こ
こ
に
、
機
舎
を
得
て
、
表
掲
の
題
目
を
以
て
、
右
の
任
務
の
問
題
に
聞
係
す
る
若
干
の
側
面
的
私
見
を
遁
べ

て
見
た
い
。

ー

抑
も
、
箇
別
経
済
'
と
は
何
で
あ
る
か
。
否
、
更
ら
に
鰹
梼
L
」
は
何
の
義
で
あ
る
か
。
経
梼
の
概
念
は
阜
〈
よ
り

多
〈
の
鰹
掛
血
中
者
に
依
っ
て
、
経
梼
皐
に
於
け
る
他
の
一
切
の
概
念
に
論
理
的
に
先
行
す
る
斯
畢
の
基
本
的
概
念
、

他
の
一
切
の
概
念
は
恰
も
此
の
概
念
よ
り
導
か
れ
、
此
の
概
念
に
還
元
せ
ら
れ

得
る
開
係
に
於
い
て
、
始
め
て
斯
事
の
調
象
を
形
成
す
る
と
思
惟
さ
れ
た
。

上
位
的
概
念
で
あ
る
と
な
き
れ
、

艦
持
の
概
念
は
経
梼
皐
に
於
い
て
、

か
か
る
先
天
的
地
位
を
奥
へ
ら
れ
た
重
要
の
概
念
で
あ
あ
か
ら
、

荷
も
粧

梼
畢
を
論
中
る
者
は
、
殆
ん
ど
い
づ
れ
も
先
づ
此
の
概
念
に
就
い
て
自
己
の
所
見
を
越
べ
る
こ
と
を
常
と
し
て
ゐ

s. z9o. Philippovich， Grundriss， r Jlnnd. '9 [';， S. 44~45 
Spann， Fondament der Volkswir!schnftslehre，. S. 311百，
Sombart， Die drei N a.tiOlli3.応konomie，S. 324 :Ff. 
Liefm.ann， Grund日 tzeder Volksvi'irstschaltsk1n-c"， S. 196 ff. Z 正巳.Jahrg. III 
1. S. zz ff. 
左右田喜一郎会集、 3、四三八頁



る
。
然
る
に
、
こ
れ
ら
、
多
〈
の
畢
者
に
よ
っ
て
遁
べ
ら
れ
七
艦
持
の
概
念
が
、
甚

r多
義
に
相
岐
れ
て
、
正
に

激
し
き
論
義
の
焦
勤
を
な
し
て
今
日
に
至
っ
て
ゐ
る
。

萄
も
.

一
科
皐
に
於
け
る
此
の
樟
の
根
本
的
に
し
て
且
つ
異
論
多
き
問
題
の
取
扱
に
臨
ま
ん
と
す
る
者
は
、
何

庭
迄
も
軽
悦
自
得
の
態
度
を
去
っ
て
慎
重
な
る
自
己
反
省
の
態
度
に
赴
く
様
に
心
懸
〈
べ
き
こ
と
勿
論
で
あ
る
。

在
も
今
、
こ
こ
に
、
こ
れ
に
関
聯
し
て
若
干
の
も
の
営
語
ら
ん
と
す
る
に
営
た
り
、
固
よ
り
自
ら
以
て
把
封
的
に

決
定
的
な
れ
，

i
す
る
所
見
ぞ
述
べ
ん
正
す
る
の
で
は
な
い
。

亡
ピ
、
今
日
迄
、
不
充
分
な
が
ら
も
先
人
の
貢
献
ぞ
盛

畑
一
レ
つ
つ
.
他
一
個
に
時
い
で
興
一
へ
ら
川
口
文
化
的
宵
在
の
世
界
日
到
し
亡
、
有
観
的
な
本
質
観
岡
山
の
道
一
げ
を
と
る
事

に
よ
り
て
、
自
ら
今
日
に
於
け
る
自
己
の
確
信
と
な
り
符
て
居
る
所
の
も
の
に
つ
い
て
些
一
か
語
り
た
い
と
思
ム
。

ーー

個
別
経
済
の
概
念
を
惟
ふ
と
き
に
、
人
は
遁
常
、
直
ち
に
こ
れ
と
関
聯
し
て
、
園
民
経
済
の
概
念
の
こ
と
を
惟

ふ
で
あ
ら
う
。
而
し
て
又
、
在
の
知
れ
る
範
固
に
於
い
て
は
、
多
く
の
人
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
概
念
を
ば
同
一
平

面
上
に
相
封
向
す
る
相
互
濁
立
の
概
念
と
し
て
思
惟
し
て
ゐ
る
。

然
る
に
、
私
は
此
の
考
へ
方
を
執

S
ぬ
。
卸
ち
、
花
は
一
つ
の
具
韓
的
、
会
瞳
的
な
る
-au
の
と
し
て
の
国
民
経

持
な
る
も
の
を
考
へ
、
そ
れ
の
抽
象
的
、
一
面
的
限
定
者
と
し
て
箇
別
経
済
を
規
定
せ
ん
?
と
す
る
の
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
国
民
経
摘
は
一
つ
の
止
揚
的
統
一
者
だ
る
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
に
劃
し
て
箇
別
経
摘
は
そ
れ
の
一
面

的
、
止
揚
的
契
機
に
属
す
る
。
箇
別
経
済
概
念
の
論
理
的
性
質
金
ば
か
く
の
如
〈
考
へ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ぞ
れ

縛
偲
経
済
と
個
別
格
務

第
三
十
五
各

二
四
三

第
二
続

九
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健
経
済
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四

四

第

披

九

の
意
義
に
つ
い
て
の
ベ
る
前
に
、
説
明
の
順
序
と
し
て
先
づ
園
民
程
調
の
概
念
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

在
は
園
民
経
蹄
の
概
念
を
ぱ
究
の
加
〈
規
定
し
ゃ
う
と
思
ふ
。

一
つ
の
園
権
鯉
系
の
統
制
範
園
内
に
於
い
て
相
分
立
す
る
無
数
の
筒
別
的
所
有
主
轄
に
よ
っ

園
民
経
静
と
は
、

て
聾
ま
れ
る
財
貨
支
配
の
行
動
が
、
主
鯉
の
同
一
一
性
を
以
て
縫
ひ
耀
ら
れ
て
、
箇
ー
の
主
睦
毎
に
別
Z
に
局
部
的

統
一
性
を
保
ち
な
が
ら
、
亙
ら
に
、

そ
れ
白
樫
に
附
著
す
る
相
互
作
用
的
閥
聯
性
を
以
て
緯
膿
的
に
特
合
さ
れ
て

一
統
一
的
糟
系
を
形
成
し
て
ゐ
る
も
の
を
い
ふ
c

こ
こ
に
嘩
ペ
だ
所
川
崎
氏
粧
時
概
念
の
成
立
な
一
川
前
な
ら
し
い
の
一
円
心
掛
眠
削
罫
薪
U
e
w
a
y
抗
ヘ
れ
も
い
で
あ
£
こ

と
は
勿
論
で
あ
る
。
而
し
て
こ
こ
に
構
成
3
れ
た
国
民
経
済
の
概
念
は
、
こ
れ
が
構
成
上
の
方
法
論
的
閥
係
よ

h

見
れ
ば
、
歴
史
的
現
買
と
し
て
、
現
に
吾
1
の
眼
前
に
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
所
の
客
観
世
界
の
観
照
に
ま
い
て
得
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
其
の
特
質
左
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
理
念
と
し
て
の
園
民
鰹
梼
を
意
味
せ
し

め
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
へ
ば
、
人
聞
の
理
想
力
に
よ
っ
て
、
理
念
と
し
て
の
計
劃
的
園
民
経
梼
の
概
念
の
如

き
も
の
が
査
か
れ
得
る
で
め
ら
う
と
も
、
そ
れ
は
此
の
場
合
に
問
題
と
ぎ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。

夏
ら
に
、
此
の
概
念
の
内
容
的
方
面
に
於
け
る
特
質
中
に
て
特
に
夫
の
諸
賠
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
、
園
民
経
梼
は
多
敷
の
分
立
的
主
瞳
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
ゐ
る
行
動
檀
系
で
あ
る
。
圃
民
経
構
の
成

立
以
来
、
早
〈
よ
り
政
府
が
種
ー
な
る
法
規
、
制
度
、
行
政
的
手
段
等
に
よ
っ
て
ぞ
れ
の
維
持
後
展
の
鴻
め
に
施

設
し
来
れ
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
ゴ
る
事
買
で

J?。
。
度
量
衡
、
貨
幣
に
闘
す
る
諸
施
設
、
関
税
、
商
法
、
民
法
等



の
諸
規
定
克
ら
に
は
大
戦
後
殊
に
近
時
に
至
つ
で
特
に
著
し
く
世
人
の
注
意
を
惹
〈
に
主
れ
る
霜
替
管
理
主
の
他

諸
般
の
鰹
持
続
制
の
行
政
等
、
現
代
の
国
家
が
多
方
面
に
豆
っ
て
箇
別
主
韓
の
財
貨
支
配
の
行
動
に
深
く
干
渉
の

手
を
差
し
延
べ
来
れ
る
こ
と
は
よ
〈
人
の
知
る
所
で
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
園
民
経
摘
の
助
成
の
矯
め
に
政
府

一
因
権
韓
系
内
に
分
立
す
る
多
数
の
箇

別
主
瞳
が
、
既
に
相
合
し
て
一
共
同
韓
を
構
成
し
、
こ
れ
に
基
い
て
、
軍
な
る
一
元
的
主
韓
の
園
民
経
済
が
成
立

す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。

に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
所
の
こ
れ
ら
の
毘
大
な
る
諸
施
設
あ
る
に
よ
っ
て
、

ω官
コ
ロ
が
彼
の
国
民
経
陣
争
に
於
け
る
先
天
的
基
本
概
念
と
し
て
、
高
夫
の
共
同
資
本
及
び
目
的
の
共
同
性
の

基
礎
の
上
に
、
論
理
的
，
内
観
的
に
構
成
し
た
る
、
普
遍
的
同
民
鹿
糟
の
一
概
念
の
加
担
、
は
、

一
の
概
合
鴨
吊
去
の
一
一

も
の
と
し
て
は
極
め
て
興
味
ゐ
り
、
且
つ
甚
だ
精
綾
な
弓
論
理
的
構
造
を
有
す
る
も
の
た
る
を
疑
は
ぬ
け
れ
ど
、

ぞ
れ
が
現
貫
世
界
の
把
握
と
し
て
妥
営
す
る
一
も
の
と
な
る
に
は
、
そ
れ
よ
り
前
に
先
立
っ
て
、
箇
別
所
有
主
義
の

原
則
に
立
脚
す
石
所
の
現
貫
世
界
の
、
根
本
的
選
革
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

第
二
に
、
こ
こ
に
規
定
さ
れ
に
闘
民
経
捕
は
多
数
の
分
立
主
躍
に
よ
っ
て
替
ま
れ
る
行
動
が
、
そ
の
一
つ
一
つ

を
制
約
し
て
ゐ
る
、
分
立
主
韓
聞
の
相
互
作
用
的
開
聯
に
よ
っ
て
縫
ひ
綴
ら
れ
て
一
つ
の
貫
在
的
金
韓
韓
系
を
構

成
し
て
ゐ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
此
の
勤
に
於
い
て
、
客
観
的
瞳
系
と
し
て
の
艦
持
は
た
だ
箇
別
極
構
の
み
で
あ

り
、
会
韓
韓
系
と
し
て
の
園
民
経
済
な
る
色
の
は
賞
在
し
な
い
と
す
る
が
如
き
巴
巾

E
Eロ
の
考
は
排
斥
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
向
田
か
か
る
考
方
に
随
へ
ば
、
園
民
軽
油
開
な
る
る
の
は
結
局
、
多
数
の
個
別
経
済
の
綿
和
た
る
以
外

抽
蝿
値
経
描
聞
と
個
別
経
済
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抽
幅
値
経
済
と
個
別
経
済

第
三
十
五
巻

四
ノ、

第

披

丸
/1、

の
も
の
で
は
な
〈
、

一
つ
の
賓
在
的
金
瞳
鯉
系
た
る
の
委
を
ば
見
失
は
れ
5
子
炉
品
特
な
い
に
至
る
。
園
民
艇
梼
は

決
し
て
多
数
の
個
別
粧
持
の
総
和
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
が
一
つ
の
買
在
的
統
一
樫
を
な
せ
る
行
動
樫
系
で
あ
る
。

園
民
鰹
梼
が
一
園
樺
憶
系
の
制
約
下
に
於
け
る
行
動
鱒
系
な
る
こ
と
?
述
べ
る
に
嘗
た
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
究
の

こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

印
ち
、
十
九
世
紀
以
来
、
各
種
の
近
代
的
交
通
手
段
が
頴
著
な
る
進
歩
、
普
及
を
詑
げ
た
る
こ
と
及
び
葉
の
他

の
結
果
と
し
て
、
各
佃
別
主
韓
日
炉
骨
h
u
所
の
財
貨
支
配
の
活
動
に
附
著
し
て
ゐ
る
各
主
鰹
聞
の
相
互
作
用
性
は
圃

階
的
性
併
を
和
び

γ
る
も
の
と

η
るい一部ザト

1
之
が
斜
め
に
、
み
や
世
都
大
劇
な
ZM
劇
賞
支
配
の
桁
動
賠
薪
が
戚

立
し
来
れ
る
こ
と
之
れ
で
あ
る
。
現
に
、
世
界
経
済
な
る
統
一
的
行
動
樫
系
が
貫
在
し
て
ゐ
る
こ
と
を
疑
ふ
も
の

は
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
世
界
経
持
な
る
も
の
を
か
〈
の
如
き
も
の
と
し
て
統
一
的
に
研
究
劃
象
と
す
る
所
の
世

界
経
掛
皐
な
る
も
の
が
現
に
存
在
し
て
ゐ
る
と
否
と
に
不
拘
、
疑
も
な
〈
陛
界
陸
糟
の
鴨
系
は
賓
在
し
て
ゐ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
人
の
警
戒
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
勤
は
、
か
く
の
如
き
世
界
経
樺
瞳
系
の
成
立
と
共
に
、
園
民
経
掛

な
る
行
動
睦
系
は
解
瞳
し
て
、
既
に
実
の
一
貫
在
性
を
失
へ
る
も
の
主
な
れ
る
に
あ
ら
宇
や
と
の
疑
を
生
十
る
樫
れ

あ
り
と
の
こ
と
で
あ
る
。

各
個
別
主
瞳
の
笹
ひ
財
貨
支
配
の
行
動
が
一
つ
一
つ
直
接
の
岡
際
的
連
結
を
保
ち
て
世
界
経
持
瞳
系
の
一
面
的

内
容
を
形
成
し
て
ゐ
る
こ
と
は
疑
な
い
が
、
こ
れ
と
同
時
に
、
各
圃
民
経
持
は
そ
れ
白
瞳
が
夫
れ
夫
れ
一
つ
一
つ

の
統
一
的
貫
在
と
し
て
存
立
し
な
が
ら
而
色
、
そ
れ
が
相
結
ん
で
世
界
経
梼
鱒
系
の
他
の
一
面
的
内
容
を
形
成
し



て
ゐ
る
こ
と
も
亦
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

然
ら
ば
、
世
界
経
掛
の
成
立
の
後
に
於
い
て
色
、
な
ほ
且
つ
斯
様
に
各
国
民
経
持
が
世
界
経
持
の
一
面
的
内
容

を
構
成
す
る
統
一
的
契
機
左
し
て
存
立
す
る
こ
と
を
可
龍
な
ら
し
め
て
ゐ
る
客
観
的
根
醸
は
何
で
あ
る
か
。
在
は
、

こ
れ
を
た
づ
ね
て
閥
税
境
界
の
存
立
、
及
び
貨
幣
事
情
、
諸
経
持
法
、
鰹
持
行
政
、
租
枝
、
実
の
他
諸
般
の
凡
そ

筒
別
主
瞳
の
財
貨
支
配
の
行
動
を
制
約
し
て
ゐ
る
一
切
の
園
擢
活
動
の
影
響
が
各
国
権
韓
系
毎
に
夫

z
特
異
性
を

有
す
る
こ
と
に
こ
れ
を
蹄
す
る
外
は
無
い
と
惟
ふ
。
こ
れ
、
園
民
経
掛
な
石
行
動
盟
系
の
概
念
的
標
徴
と
し
て
、

岡
樫
瞳
系
な
る
事
象
に
著
服
す
る
所
以
で
め
る
。

知
一
一
一
ト
、
桁
仁
親
広
討
が
れ
る
制
民
粧
掛
LH
財
貨
の
支
配
な
る
職
能
活
劃
の
輯
系
と
し
て
、
一
の
日
卦
檀
的
責
質
的

な
る
存
在
で
あ
忍
。
然
る
に
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
か
か
る
貫
質
的
存
在
と
し
て
規
定
さ
れ
た
圃
民
経
梼
に
つ
い

て
の
概
念
と
封
立
し
て
、
形
式
的
、
高
度
抽
象
的
現
象
と
し
て
規
定
さ
れ
た
園
民
経
済
乃
至
祉
曾
経
済
の
概
念
が

行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

〉
5
0ロ
ロ
は
所
謂
、
理
論
経
済
皐
(
吋
』
戸
市
。
』
丘
一
月
宵

Z
と一
C
H
E
E
r
s
c』
三
百
)
の
本
質
に
つ
い
て
、
究
の
如
〈
論
じ
て

ゐ
る
。
部
ち
、
理
論
経
掛
皐
の
固
有
的
本
質
的
内
容
営
形
成
す
る
も
の
は
債
格
、
勢
賃
、
利
子
、
地
代
、
貨
幣
、

信
用
、
企
業
等
の
諸
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
そ
の
一
般
的
佐
賀
よ
り
見
れ
ば
そ
れ
は
、
特

定
の
制
約
保
件
の
下
に
起
こ
る
所
の
個
別
主
膿
聞
の
交
換
安
通
の
形
式
の
問
題
と
し
て
成
立
す
る
色
の
に
外
な
ら

ぬ
。
而
し
て
、
右
の
特
定
の
制
約
俸
件
と
い
ふ
は
一
、
外
界
の
客
瞳
に
劃
す
る
濁
占
的
、
個
別
的
支
配
植
の
容
認
、

抽
臨
檀
経
済
と
個
別
短
縮
拘

第
三
十
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組
憾
経
務
と
偶
別
経
済

第
三
十
五
巻

O 
O 

第
二
一
務

二
四
八

二
、
こ
の
支
配
樫
の
自
由
な
る
維
持
交
換
の
容
認
、
三
、
交
換
交
通
物
龍
の
量
的
関
係
が
交
換
営
事
者
の
個
別
的

意
志
に
の
み
依
存
し
て
規
定
せ
ら
れ
る
こ
と
の
可
能
性
、
四
、
一
般
的
、
一
枇
曾
的
債
値
尺
度
、
交
換
手
段
の
容
認

な
る
四
保
件
に
蹄
著
す
る
。
か
く
て
畢
寛
、
以
上
の
如
き
四
倍
件
に
制
約
さ
れ
た
交
換
交
通
上
の
一
枇
曾
的
閲
聯
こ

そ
理
論
経
持
事
の
認
識
目
的
を
形
成
し
こ
こ
に
理
論
粧
持
拳
の
性
格
炉
規
定
さ
れ
る
と
い
ふ
の
が
〉
ヨ

S
=
所
誌

の
要
旨
で
あ
る
。に
よ
っ
て
、
か
く
の
如
〈
理
論
鰹
持
率
の
認
識
目
的
と
し
て
規
定
さ
れ
た
、
個
別
主
轄
聞
の
交
換
交

地
的
附
聯
心
る
形
式
的
現
象
が
綜
村
山
れ
吋
L

M

ツ
だ
れ
が
闘
民
融
桝
で
め
る
止
な
3
れ
あ
場
合
が
め
あ
り
入
い
か
耐
曾

経
済
な
る
語
を
用
ゆ
る
場
合
に
、
此
の
意
味
の
園
民
経
済
ケ
理
解
し
て
ゐ
る
こ
と
が
少
く
な
い
。
し
か
し
、
此
の

意
味
の
園
民
経
掛
の
内
容
を
な
す
所
の
交
換
交
通
的
閥
聯
な
る
現
象
は
、
最
初
に
規
定
さ
れ
た
国
民
経
掛
の
一
一
麗

〉
5
0ロロ

性
を
な
す
所
の
純
形
式
的
現
象
た
る
に
外
な
ら
ぬ
。

か
く
て
、
と
も
か
く
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
、
行
動
瞳
系
た
る
具
韓
的
、
貰
質
的
現
象
と
し
て
の
園
民
経
済
と
、

個
別
主
健
聞
の
交
換
交
通
的
関
聯
の
縛
和
な
る
純
形
式
的
現
象
と
し
て
の
凶
民
経
持
と
を
封
立
せ
し
め
た
。
本
文

論
4
r
る
所
の
国
民
経
摘
は
、
右
の
前
者
の
具
瞳
的
、
貫
質
的
現
象
と
し
て
の
園
民
経
梼
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
ぬ
。

一-一

以
上
は
、
本
来
の
全
憧
的
な
る
委
の
僅
に
見
ら
れ
た
幽
民
経
梼
の
概
念
的
標
徴
に
就
い
て
の
説
明
に
属
す
る
。

Arnonn， Ol>jekt und Grundbegriffe， S. '94・
Amonn， a. a. 0目 S.202. 
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わ
れ
わ
れ
は
、
か
か
る
一
合
蓄
的
金
鰻
3

と
し
て
の
国
民
経
掛
を
ば
一
層
明
瞭
に
理
解
す
る
矯
め
に
更
ら
に
、
こ

れ
を
解
剖
し
、
展
開
し
て
主
の
止
揚
的
契
機
に
る
抽
象
的
限
定
的
形
相
を
捕
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

而
し
て
、
私
は
こ
の
全
韓
的
現
象
と
し
て
の
、
国
民
経
済
の
現
象
を
理
解
す
る
矯
め
に
、
こ
れ
を
解
剖
し
展
開

す
る
の
方
法
と
し
て
は
、
其
の
止
揚
的
契
機
と
し
て
、
個
別
的
形
相
と
綿
髄
的
形
相
と
を
捕
へ
る
こ
と
司
が
最
も
よ

〈
封
象
の
客
観
的
構
誌
に
遁
臆
し
た
方
法
で
あ
る
ム
一
思
ふ
。

こ
の
こ
と
は
統
一
的
金
曜
者
と
し
て
先
き
に
措
定
さ
れ
に
国
民
経
持
の
概
念
標
徴
に
よ
っ
て
自
ら
説
明
主
れ

る
。
即
ち
現
買
に
わ
れ
わ
れ
仁
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
国
民
経
酔
は
、
本
来
一
耀
'f
成
せ
る
高
人
が
一
刷
版
砂
川
}
成
せ
る
崎

人
自
ら
の
泊
め
に
T

ゐ
所
の
桁
動
(
U
一
掛
凶
糸
千
も
な
〈
国
な
ほ
叉
3
hリ
と
て
、
多
数
の
分
立
す
る
各
箇
人
に
よ
っ
て

夫
E
各
筒
人
自
ら
の
魚
め
に
管
ま
れ
る
行
動
の
輩
な
る
敷
事
的
総
和
で
も
な
い
。
質
に
岡
氏
軽
油
開
は
各
筒
人
に
よ

っ
て
本
来
各
箇
人
の
矯
め
に
瞥
ま
れ
る
行
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
鯉
同
一
性
の
契
機
に
よ
っ
て
無
数
の
局
部
的
統
一

躍
を
構
成
し
な
が
ら
、
而
も
又
夏
ら
に
そ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
に
附
著
し
て
ゐ
る
所
の
一
人
は
高
人
の
鵡
め
、

高
人
は
一
人
の
瀦
め
な
る
相
互
依
存
的
作
用
の
閥
聯
に
よ
っ
て
結
局
、
『
会
二
的
鰹
系
に
迄
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
所
の

多
元
的
、
有
機
的
統
一
韓
系
で
あ
る
。

随
つ
で
か
か
る
統
一
的
金
曜
を
ば
一
唐
よ
く
理
解
す
る
鴻
め
に
こ
れ
を
業
の
止
揚
的
契
機
に
解
析
す
る
に
つ
い

て
は
、
本
来
各
筒
人
に
依
っ
て
各
箇
人
の
魚
冶
に
な
さ
れ
る
行
動
炉
主
瞳
同
一
性
の
契
機
に
よ
っ
て
局
部
的
に
統

一
さ
れ
て
あ
る
姿
と
、

3
ら
に
又
、
か
か
る
局
部
的
統
一
性
に
著
眼
す
る
こ
と
な
く
、
多
数
の
分
立
的
主
瞳
が
替

抽
時
憾
経
涛
と
個
別
経
済

第
三
十
五
巻

二
四
九

第
二
披

O 



総
鰭
経
涛
と
個
別
紐
務

第
三
十
五
巻

互E
O 

第
二
時
抗

O 

む
一
つ
一
つ
の
行
動
が
、
こ
れ
に
附
著
し
て
ゐ
る
相
互
制
約
佐
の
閥
聯
に
よ
っ
て
縮
瞳
的
に
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
委

と
の
二
形
相
を
分
別
、
抽
象
す
る
こ
と
が
最
も
よ
く
封
象
の
構
造
に
趨
癒
せ
る
、
合
理
的
な
方
法
で
あ
る

E
い
へ

る
。
か
く
の
如
〈
、

一
つ
の
統
一
的
会
開
た
る
園
民
経
持
は
こ
れ
を
局
部
的
統
一
の
形
相
L
」
縮
瞳
的
統
一
の
形
相

と
の
二
つ
の
止
揚
的
契
機
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
。

一
園
民
鰹
梼
が
実
の
止
揚
的
一
面
に
於
い
て
、
前
遣
の
如
〈
、
多
数
の
局
部
的
統
一
相
の
井
列
と
し
て
現
は
れ

た
場
合
に
、
私
は
そ
の
一
つ
一
つ
が
』
分
離
し
て
こ
れ
ら
ι
箇
別
鰹
時
と
し
て
概
念
す
る
。
又
、

一
岡
民
粧
蹄
が
其
の

止
掛
的
J

耐
ド
於
h
l

て
桁
mu-
劃
く
可
制
酬
臨
的
新
A
U
相
と
し
て
現
は
れ
た
場
合
に
、

在
は
こ
れ
を
纏
瞳
鰹
糟
と
概
念

す
る
。こ
こ
に
所
謂
綿
韓
鰹
梼
は
、
従
来
の
文
献
に
て
、
ぞ
れ
が
闘
民
経
済
そ
の
も
の
と
し
て
概
念
ぎ
れ
て
ゐ
る
場
合

が
少
〈
な
い
。
然
る
に
最
初
に
在
の
措
定
せ
る
国
民
鰹
簡
は
、
か
か
る
縮
瞳
艦
持
h
y
ぱ
、
自
己
の
一
面
的
限
定
者

と
し
て
自
ら
の
中
に
止
揚
し
、
か
か
る
も
の
の
上
に
自
己
の
会
き
委
の
車
な
る
一
面
を
ぱ
落
ち
つ
か
せ
て
ゐ
る
一

会
韓
で
め
る
。

箇
別
主
龍
聞
の
相
互
制
約
的
作
用
開
聯
に
於
い
て
替
ま
れ
る
財
貨
支
配
の
行
動
の
綿
瞳
的
統
一
相
に
着
服
す
る

と
き
は
、
園
民
鰹
梼
の
上
に
於
け
る
各
箇
の
主
韓
を
中
心
と
な
せ
る
局
部
的
統
一
相
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
又
、

箇
別
的
局
部
的
の
統
一
相
に
著
眼
す
る
と
き
は
国
民
経
済
上
の
縮
瞳
的
統
一
相
が
見
失
は
れ
て
園
民
粧
持
は
た

だ
、
財
貨
支
配
の
行
動
の
局
部
的
統
一
相
の
井
列
と
し
て
現
は
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
遁
せ
る
所
の
、
組
轄
艦
漕

犬江橋志郎、家在論と欝詮法21頁



と
、
箇
別
鰹
持
と
の
概
念
規
定
よ
り
生
中
る
論
理
的
蹄
結
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
そ
の
存
立
の
論
理
に
於
い
て
相
矛
盾
す
る
関
係
に
立
て
る
穂
瞳
的
形
相
と
箇
別
的
形
相
と
の
い

づ
れ
も
が
車
濁
に
て
国
民
経
済
の
金
、
き
貰
相
ぞ
の
も
の
を
成
す
の
で
は
な
い
。
何
よ
り
も
先
づ
直
接
に
忍
に
向
つ

て
奥
へ
ら
れ
て
あ
与
も
の
は
一
つ
の
具
糟
的
金
韓
と
し
で
の
園
民
経
掛
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
も
の
と
し
て
の
園

民
経
済
か
ら
出
俊
し
て
、
之
を
一
層
よ
く
解
明
し
、
理
解
せ
ん
が
震
に
、
其
具
躍
的
、
会
一
腰
的
な
る
委
診
ば
そ
れ

一
面
的
契
機
た
る
鱒
睡
経
楠
?
と
個
別
経
神
主
の
二
つ
の
形
相
に
分
裂
、
展
開
什
し
め
た
の
で
め
る
。

の
止
揚
的
、

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
い
つ
迄
色
、
此
の
相
矛
盾
す
る
分
裂
的
一
面
相
、
ぞ
ぱ
軍
な
る
相
互
都
立
の
閥

抗
に
敢
置
し
て
日
な
ら
な
レ
。
劃
ち
、
わ
れ
わ
れ
ば
、
纏
韓
経
済
L
L
個
別
経
持
と
を
ば
、
そ
れ
ら
の
聞
の
車
な
る

矛
盾
劃
立
の
閥
係
を
止
揚
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
二
つ
の
具
韓
的
金
憧
た
る
国
民
経
構
に
於
け
弓
二
つ
の
止
揚
的
、

一
面
的
契
機
と
し
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
の
知
〈
、
縮
瞳
経
済
左
個
別
経
持
と
の
二
つ
の
現
象
の
車

な
る
費
立
性
が
止
揚
さ
れ
て
、
ぞ
れ
が
夫
々
一
つ
の
統
一
的
金
鱒
に
於
り
る
止
揚
的
契
機
と
し
て
把
握
さ
れ
る
左

き
に
は
じ
め
て
人
は
、
園
民
経
携
の
会
き
委
を
見
る
こ
と
に
な
忍
。
最
初
に
塞
げ
た
国
民
経
済
の
概
念
は
か
〈
の

如
〈
に
し
て
、
初
め
て
一
層
明
瞭
に
解
明
さ
れ
得
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
以
て
、
園
民
経
済
、
縮
瞳
鰹
掛
及
び
箇
別
離
帯
の
諸
概
念
間
の
論
理
的
閥
係
に
就
い
て
の
在
見
の
要
結

が
明
か
に
さ
れ
た
で
あ
ら
う
。

四

機
穂
積
濁
と
個
別
経
務

第
三
十
五
巻

二
五

第

挽

O 



穂
陸
経
済
と
傭
別
経
済

第
三
十
五
巻

二
五
二

第

放

O 
四

個
別
経
済
は
前
越
せ
る
却
く
、
各
個
の
主
龍
を
中
心
と
し
て
、
局
部
的
に
形
成
さ
れ
た
統
一
的
行
動
睦
系
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
別
経
済
が
か
か
る
分
立
的
個
別
化
現
象
な
り
と
立
言
3
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
決
し

て
、
個
E
の
個
別
経
捕
が
物
ぞ
れ
自
身
と
し
て
本
来
相
互
無
関
聯
に
分
離
的
存
立
砂
保
で
あ
も
の
の
如
く
藩
断
し

て
は
な
ら
ぬ
。

筒
別
鰹
持
の
内
容
的
素
材
た
る

一
の
行
動
が
各
箇
別
主
鰹
の
相
瓦
制
約
的
関
聯
性
を
件
ふ
も
の
で
あ
る
こ
と

は
簡
に
こ
れ
を
述
べ
た
の
換
言
す
れ
ば
、

一
つ
一
つ
の
財
貨
支
配
の
行
動
は
そ
れ
が
一
国
権
韓
系
の
支
配
下
に
於

け
る
各
閣
の
主
憎
閣
の
相
正
作
用
的
閥
聯
性
ケ
有
寸
ぬ
こ
と
に
よ
川
て
り
も
制
民
軒
棋
王
」
レ
ふ
で
統
一
的
会
開
現

象
の
中
に
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
、

そ
の
存
立
を
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
£
。

か
く
て
一
つ
一
つ
の
財
貨
支
配
の
行
動
に
於
け
る
相
互
作
用
的
関
聯
性
な
る
も
の
は
、
鰹
諦
と
い
ふ
行
動
糟
系

の
内
容
を
成
せ
る
一
一
の
行
動
が
成
立
す
る
鴻
め
の
本
質
的
契
機
を
な
す
も
の
で
あ
る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

A
1
.
事
買
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
ゃ
う
。
現
代
に
於
い
て
、
各
箇
の
主
睡
が
普
h
u
所
の
財
貨
支
配
の
行
動
、
随
つ

て
又
そ
れ
ら
相
互
間
の
開
係
は
殆
ん

E
悉
く
各
個
主
韓
関
の
相
互
作
用
的
開
聯
性
を
伴
っ
て
ゐ
名
。
た
と
へ
ば
、

企
業
に
於
げ
る
一
鏡
、
一
厘
の
得
喪
或
は
そ
れ
と
資
本
額
と
の
関
係
の
如
き
も
の
も
、
ぞ
れ
が
荷
も
現
買
の
事
買

に
る
限
り
に
於
て
は
必
宇
他
の
箇
別
主
韓
が
管
む
所
の
財
貨
支
配
の
行
動
と
直
接
、
間
接
の
相
互
作
用
的
開
聯
を

保
っ
て
ゐ
る
。
又
、
今
日
の
時
代
に
於
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
家
庭
内
で
替
か
所
の
一
椀
の
飯
の
消
費
と
雄
色
、
若

し
そ
れ
が
替
養
嬬
取
の
生
理
的
現
象
或
は
欲
望
満
足
の
心
理
的
現
象
と
見
ら
れ
や
し
て
、
箇
別
主
惜
の
財
貨
支
配



の
現
象
と
し
て
見
ら
れ
る
限
り
、
そ
の
事
柄
自
慢
或
は
実
の
事
柄
と
家
庭
内
の
他
の
財
貨
支
配
の
行
動
と
の
聞
の

関
係
の
如
き
も
、
必
や
又
他
の
主
醸
の
財
貨
支
配
の
行
動
と
の
聞
に
相
互
作
用
的
閥
聯
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
初

め
て
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。

抑
色
、
在
は
各
個
主
韓
関
の
相
互
作
用
性
を
件
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
所
の
現
象
を
ぱ
枇
曾
的

現
象
と
し
て
概
念
す
る
設
に
従
ふ
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
図
民
経
梼
鶴
系
の
構
造
に
於
い
て
そ
の
一
面
的
契
機
を

成
せ
る
個
別
艦
興
が
封
外
的
相
互
作
用
性
を
伴
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
上
通
せ
る
慮
に
よ
っ
て
明
か

で
め
ら
う
。
故
に
個
別
艦
樺
現
象
Jb
亦
一
枇
合
同
的
現
象
の
鮪
鳴
に
層
寸
る
ら
の
予
め
お
l
，t

い
山
い
ね
ば
り
ら
れ
。

小
松
堅
太
郎
散
授
は
近
著
「
枇
曾
構
造
の
理
論
』
に
於
い
て
次
の
加
さ
意
味
の
こ
と
を
叙
べ
て
ゐ
る
。

『
個
人
の
そ
の
ま
ま
な
る
生
活
と
て
も
全
瞳
的
範
曙
よ
り
逃
れ
去
る
も
の
で
は
な
い
。
書
粛
に
孤
坐
し
て
、
讃

書
及
び
思
索
に
耽
る
場
合
と
て
も
、
そ
は
常
に
何
等
か
の
枇
曾
的
制
約
の
下
に
立
っ
て
ゐ
る
。
個
人
は
純
樟
に
孤

立
せ
る
個
人
マ
は
な
く
、
枇
合
の
内
部
に
於
い
て
の
み
孤
立
し
得
る
偶
人
、
換
言
す
れ
沼
地
へ
と
の
閥
に
陶
係
を

績
げ
つ
つ
孤
立
し
て
ゐ
る
側
人
で
あ
る
は
と
。

か
く
て
於
M
N

は
、
側
へ
の
M

孤
立
時
に
於
げ
る
生
活
ば
相
川
円
な
る
な

味
に
砕
い
て
ち
耕
A
Y

の
捌
た
る
全
開
枇
品
川
に
人
る
こ
と
な

L
と
し
に
る
自
己
の
沓
説
を
蜘
附
さ
れ
た
。

分
立
の
賦
趨
に
於
げ
る
個
人
の
行
動
が
一
一
般
に
枇
曾
的
現
象
な
り
と
せ
ら
る
べ
き
や
否
や
は
、
こ
こ
に
論
ぜ
ん

と
す
る
問
題
で
は
な
い
。
今
は
た
だ
・
現
に
わ
れ
わ
れ
に
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
個
別
盤
情
の
現
象
が
祉
曾
的
現
象
の

範
臨
時
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
。

捕
時
様
経
瀞
と
個
別
経
済

第
三
十
五
各

二
五
三

第
二
披

一O
五

z) 日山nel_S司、北村ihIeiE日if・1908. s. 7 
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抽
時
耀
経
済
、
と
個
別
経
済

第
三
十
五
谷

五
回

第
二
披

O 
ノ、

経
梼
生
活
を
以
て
物
財
調
達
の
生
活
ま
ロ
は
生
計
配
慮
の
生
活
と
解
す
る

ぺ
て
、
経
済
生
活
の
世
曾
性
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

mOBσhw円
円

は
失
の
如
き
趣
旨
を
叙

『
鰹
梼
畢
の
研
究
封
象
卸
も
粧
持
生
活
は
組
織
的
文
化
領
域
、
換
言
す
れ
ば
枇
舎
で
あ
る
所
の
文
化
領
域
に
属

し
て
ゐ
る
。
経
済
は
一
枇
曾
で
あ
り
・
世
舎
の
一
部
で
あ
る
。
経
済
な
る
も
の
に
於
け
る
枇
舎
的
要
素
は
経
情
的
思

惟
に
於
い
て
先
験
的
地
位
を
占
め
る
。

ま
こ
と
に
す
べ
て
の
経
済
は
枇
曾
的
、
政
治
的
で
あ
り
‘
此
の
要
素
な
し
に
は
考
~
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
か

く
て
一
献
曾
蹴
掛
早
川
戒
は
政
拍
的
倒
民
鰹
桝
魁
一
e

と
純
粋
粧
掛
前
一
蹴
寄
と
の
劉
立
は
課
謬
で
あ
忍
。
即
ち
枇
曾
鰹
樺

畢
或
は
国
民
経
掛
皐
に
封
す
る
調
立
者
た
る
意
味
の
純
枠
組
持
率
と
は
内
容
の
空
虚
な
る
語
音
た
る
に
止
ま
る
。

世
舎
に
於
い
て
賓
現
せ
、
ぎ
る
経
梼
は
な
〈
、
吐
曾
的
概
念
を
以
て
考
へ
ら
れ
な
い
純
粋
経
掛
な
る
も
の
は
理
解

さ
れ
な
い
』
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
語
の
中
に
は
、
事
賓
と
し
て
の
艦
梼
現
象
に
於
け
る
枇
曾
性
が
よ
く
指
摘
さ
れ
て
あ
る
と
思
ふ
。

固
よ
り
、
車
な
る
語
と
し
て
非
枇
曾
的
又
は
純
孤
立
的
な
る
財
貨
支
配
の
行
動
を
い
ふ
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
は
歴
史
的
現
買
に
立
脚
せ

Y
る
擬
制
的
観
念
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

繰
り
返
し
て
述
べ
た
る
如
く
、
個
別
経
梼
は
融
合
的
現
象
で
あ
る
。
そ
は
縮
瞳
軽
油
開
が
吐
曾
的
現
象
な
る
L
」何

等
国
民
る
所
が
な
い
。
随
っ
て
、
個
別
鰹
持
も
縮
瞳
艦
掛
も
、
済
し
〈
共
に
世
曾
科
拳
に
劃
す
る
封
象
能
力
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
ぬ
で
あ
ら
う
。
戸
未
完
)

1) Somhartt Die drei ?¥zttion手lokonomien，只. 176--[78 
SOlnbart， Nationalokonomie und So.dologie.呂田 10日ー


